
第33回大会プログラム
5 月 10 日（土）

◇受付 10:00 ～ S 棟エントランス

◇学会賞選考委員会 10:00 ～ 11:30 S １０７

◇ ISA RC21 東京会議委員会 10:00 ～ 11:30 S ２０２

◇理事会 10:30 ～ 11:50 S １０６

◇理事選挙投票 12:00 ～ 18:00 S １０７

◇自由報告１ 12:00 ～ 14:30

◆自由報告部会１－１ 司会：新原 道信（中央大学） S １０３

アラタンバートル（神戸大学大学院） 中国のモンゴル族にみる言語と教育──都市と農村の地

域間比較研究──

前島 訓子（名古屋大学大学院） ブッダガヤにおける地方自治の成立と「仏教聖地」構築

鈴木 鉄忠（東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程） イタリア・トリエステ地域精神

保健活動と地域社会の文脈──リージョンと自治・自立の観点から──

太田 美帆（立命館大学非常勤講師） スウェーデンにおける地域活性化のためのトライアング

ル・モデルと地域動員

田中 重好（名古屋大学）・高橋 誠（名古屋大学） 大災害後のコミュニティの消滅から再生

へ── 2004 年スマトラ地震津波災害におけるバンダアチェを事例として──

◆自由報告部会１－２ 司会：熊田 俊郎（駿河台大学） S １０５

田邊 浩（金沢大学） 計画行政の現状とその課題──「全国自治体調査」から──

藤谷 忠昭（相愛大学） 行政主導のまちづくりの条件──大阪市住之江区を事例に──

松木 孝文（名古屋大学大学院） 変動期における地域の持続可能性──東海地域の陶磁器産業

集積地域を事例として

丹辺 宣彦（名古屋大学）・山口 博史（名古屋大学大学院） 産業グローバル化先進地域の市

民活動とその再編──愛知県豊田市を事例として──

高橋 雅也（国立福島高専） 旧鉱山地域にみる観光文化の変容──秋田県小坂地域を事例に

──

◇自由報告２ 14:35 ～ 17:05

◆自由報告部会 2 －１ 司会：高橋 英博（宮城学院女子大学） S １０３

角 一典（北海道教育大学）・西城戸 誠（法政大学） 生協への共鳴度を規定するもの──生

活クラブ生協北海道を事例として──

森 照代（東北大学大学院博士課程） 共同関心によるネットワークの形成の可能性について─

─鹿沼市・北光クラブの事例から──

小泉 元宏（東京芸術大学大学院） 芸術を媒介として地域社会再生への取り組み──「大地の

芸術祭：越後妻有アートトリエンナーレ」とヴォッヘンクラウズールの実践的活動を例とし

て──

林 浩一郎（首都大学東京大学院） 多摩ニュータウン開発の情景―実験都市の迷走とある生活



再建者の苦闘──

高 娜（名古屋大学大学院） 公害の克服過程における受苦圏の社会的拡大と縮小──四日市市

を事例とし──

◆自由報告部会 2 － 2 司会：中村 良二（労働政策研究・研修機構） S １０５

室井 研二（香川大学） 都市化と災害──土地利用の問題を中心に──

荒川 孝之（コムデザイン） 自治体健康施策の保険者化と専門職員──市町村国保による特定

健康診査準備プロセスを事例に──

黒田 由彦（名古屋大学）・徐 春陽（名城大学非常勤）・谷口 功（愛知学泉大学） 外国人

労働者が支える地域産業──北海道紋別市・雄武町における中国人研修生・技能実習生を事

例として──

田中 研之輔（法政大学） 米国不法移民の日雇い労働と生活世界──職なし・職待ち・罰せら

れる野宿生活──

山本 薫子（山口大学） 都市下層地域における社会構造の変容と再編──横浜・寿町を事例と

して──

◇総会 17:10 ～ 18:00 S ４１０

◇懇親会 18:15 ～ 場所は当日発表

5 月 11 日（日）

◇受付 9:30 ～ S 棟エントランス

◇理事選挙投票 9：30 ～ 11：00 S １０７

◇自由報告３ 10:00 ～ 12:30

◆自由報告部会３－１ 司会：室井 研二（香川大学） S １０３

大堀 研（東京大学社会科学研究所） 地方都市における行政―住民間関係の転形──岩手県釜

石市の事例──

西寺 耕（日立製作所） 市民協働による地域公共交通づくりにおける公共性の構築──岐阜市

コミュニティバス事業を事例として──

古平 浩（東北大学大学院） マイレール運動から投影される新しい公共性

堀 聡子（東京女子大学大学院） 子育て支援 NPO と家庭・地域との連携

◆自由報告部会３－ 2 司会：藤井 和佐（岡山大学） S １０５

ヒーリース・チュワート（金沢大学大学院） 過疎地域における社会的排除・包摂と情報化に関

する一考察──輪島市金蔵村のソーシャル・インフラのあり様を事例に──

栄沢 直子（関西大学大学院） 存立の危機に瀕した地域の持続可能性への基底要件──沖縄県

竹富町鳩間島を事例として──

藤井 美加（奈良女子大学大学院） 過疎地域における学校存続と地域自治──沖縄市鳩間島を

事例として──

中筋 直哉（法政大学） 中山間地域農村の持続的社会形成──２つの地域の比較研究から──



高橋 聡（名古屋大学大学院） 村落間共同性の指摘──村落の多様性を支えるもの──

◇新理事会 12:30 ～ 13:00 S １０６

◇シンポジウム関係者打ち合わせ 12:30 ～ 13:00 S １０７

◇総会 13:00 ～ 13:15 S ４１０

◇シンポジウム 13:15 ～ 16:45 S ４１０

タイトル 「縮小社会」における地域再生のゆくえ

司会：浦野 正樹（早稲田大学）、松宮 朝（愛知県立大学）

報告者

１．吉野 英岐（岩手県立大学）

農山村地域は「縮小社会」を克服できるか

──中山間地域を対象とした新たな政策と主体の形成をめぐって──

２．炭谷 晃男（大妻女子大学）・篠原啓一（ニュータウン学会筆頭理事、共同通信社）

多摩ニュータウンからの報告

討論者：玉野 和志（首都大学東京）、杉本 久未子（大阪人間科学大学）


